
子ども応援課の事業概要 

１ 子ども・若者育成支援事業の実施 ※別添資料スケジュール（案）参照 

（１）事業の内容 

  子ども・若者の健やかな育成等、総合的な子ども・若者育成支援のための

施策を推進することを目的として施行された「子ども・若者育成支援推進法」

に基づき、社会生活を円滑に営む上での困難を有する子ども・若者を支援す

る体制を構築する。 

具体的には、平成２９年度は、全庁横断的な庁内検討組織を立ち上げるとと

もに、（仮称） 飾区子ども・若者支援地域協議会（以下「協議会」という。）

の設置や、（仮称） 飾区子ども・若者計画（以下「計画」という。）を策定す

るために必要となる実態調査を行う。 

この調査を基に、平成３０年度は実際の計画策定を進め、平成３１年度当初

から計画を実施していく。 

（２）協議会の設置 

  社会生活を円滑に営む上で困難を有する子ども・若者への支援のネットワ

ークである協議会を設置する。協議会の委員は、子ども・若者育成支援推進

法第２条第６項にある教育、福祉、保健、医療、矯正、更生保護、雇用の関

係団体の代表者などを予定している。 

この協議会では、支援に必要となる情報交換や連携を図っていくほか、実態

調査に関することや計画の策定等も行っていく。 

（３）計画の策定 

  子ども・若者の実態を把握するための調査や計画策定については、庁内検

討組織での検討を踏まえながら、協議会で決定していく。 

また、実態調査の実施や計画策定は、コンサルタント事業者を導入して行っ

ていく。 

２ 子どもの居場所創設事業の検討 

 子ども・若者育成支援推進法の目的の実現や様々な困難や事情を有する子ど

もや保護者を支援していくため、子どもの居場所として適した空間を創設する。 

 全ての子どもを対象に、特に集団行動が苦手な子どもなどが気軽に来れるよ

うな場所とし、この居場所を子どもや家庭の生活の質の向上への支援を行う拠

点としていく。 

 具体的には、①子どもたちが気軽に立ち寄れる居場所の提供事業、②子ども

に対する学習支援事業、③親に対する養育支援事業、④食事提供等の生活支援

事業を実施できるようにする。 

  事業は、これから整備を進めていく子育て支援拠点施設で実施していくほか、

民間団体への事業立ち上げを含めた支援を行うことで、複数の地域での設置を

目指していく。 
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（仮称） 飾区子ども・若者計画　平成29年度スケジュール　（案）
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